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主の2025年 救 い 主 を 仰 ぐ 元 旦 礼 拝

司会・中島一栄 受付・
前 奏 奏楽・廣田君代
招 詞 伝道者の書９章１１節

○讃 美 ９１(神はその独り子を)
○主の祈り 週報４頁
○讃 美 ５２１(統治す神よ)

交 読 文 ２２（詩篇６５篇、896頁)

祈 祷
○使徒信条 週報４頁
○讃 美 ５２０(父の御神よ この年も)

聖書朗読 エレミヤ書９章２３，３４節(旧約1259頁）

コリント人への手紙第一１章２６節～２章５節(新約318頁)
説 教 廣田守男牧師
「誇る者は主を誇れ～恥は私のもの、栄光は主のもの～」

祈 祷
讃 美 ３７３(主ひとり)
献 金 ５５

○感謝祈祷
○頌 栄 ６３
○祝 祷 廣田守男牧師
○答 唱 ５９－５

報 告 ○印⇒お身体に支障のない方はご起立下さい

主にありて2025年のお慶びを申し上げます。コロナ禍が沈静化し、５
類に移行しましたが、インフルエンザの感染が拡大する中、新年を迎え
ることでき感謝します。伝道開始４０年の節目に新会堂の建築をとの
願いを大切に、マタイ６:３３に基づき祈り求め､心新たに主のみ業のため
祈り求めましょう。 今年も礼拝を守ることを第一とし、祈祷会・聖
書の学びを重んじ、また密室の祈りの時を大切にし、日々み言葉の
養いを受け、何時も主を仰ぎ、主に心を向けて歩ませて頂きましょう。
皆様方の上に神様の祝福をお祈り申し上げます。

◎礼拝の時間に遅れないように！ 礼拝の10分前から祈り会で
す（奉仕者は15分前）。一緒に祈りましょう！ 着席は前から
座りましょう！ 求道者には互いに配慮しましょう！

◎献金は感謝と献身の告白です！喜びをもってささげましょう。
◎定 期 集 会 是非出席しましょう！

日曜日・午前10時 礼 拝 子ども教会・午前９時30分
木曜日・午前10時半 聖書の学び、午後７時半 祈祷会

◎元旦礼拝聖句 説教題「誇る者は主を誇れ～恥は私の
もの、栄光は主のもの～」 （エレミヤ書９章２３，３４節）

「誇る者は、ただ、これを誇れ。悟りを得て、わたしを知ってい
ることを。わたしは主であり、地に恵みと公正と正義を行う者である
からだ。まことに、わたしはこれらのことを喜ぶ。─主のことば。」
(9:24) （コリント人への手紙第一１章２６節～２章５節）

「しかし、あなたがたは神によってキリスト・イエスのうちにあ
ります。キリストは、私たちにとって神からの知恵、すなわち、義と
聖と贖いになられました。『誇る者は主を誇れ』と書いてあるとおり
になるためです。」(1:30,31)

◎「一年の計は元旦にあり」とあります。私たちはとも
すれば自分自身を誇りやすいのです。それだけではなく何
かを誇りとして歩もうとしがちです。しかし今朝、み言葉
を通して私たちが誇りとすべきものは何かを教えられたい。

◎エレミヤは、ユダのヨシヤ王の第13年に預言者として
召された。エホアハズ、エホヤキム、エホヤキン、ゼデキ
ヤの時代、そして更に捕囚後のしばらくの期間、活動した
（BC627年～BC583年頃まで) 。エレミヤ書７章１節から20章
18節までは「エホヤキム王の時代」で、９章には「神の審
判に対する嘆きの歌」が主題です。特に23,24節には、人間
は他人の3つのことを尊敬する傾向があります。知恵、力、
財力です。しかし神様は、個人的に神様を知り(単に知識と
してではなく、契約関係の中で深く交わる)、恵み（神があ
われみ深く、契約の愛を持って人を取り扱うこと）、公正(神
が人間関係や社会の中で、契約に基づき、人を公正に取り
扱うこと)、正義(どんな場合にも、神は真理にかなって行
動されこと）をもって御業をなさろうしておられるのです。

◎コリント人への手紙第一1章18節～2章5節までの主題は
「十字架に対する誤解」です。十字架の言葉はイエス・キ
リストの福音です。ギリシヤ人たちは自分のたちの知識や
学問を誇っていました。しかし技術や知恵があっても、神
の御国に入ることが出来ない。行いによって永遠のいのち
を手に入れることが出来るといって誇ることの出来る人は
誰もいない。救いはイエスの死を通して、神様から与えら
れるものです。自分を救うために出来ることは何もないの
です。私たちはイエス様が私たちのためにしてくださった
ことを受け入れさえすればよいのです。神様は私たちの避
け所であり、キリスト様と一致し、一つとされた結果とし
て、私たちは神様の知恵を受け(コロサイ2:3)、神様に受け
入れられ(Ⅱｺﾘﾝﾄ5:21）、聖くされ(Ⅰﾃｻﾛﾆｹ4:3-7)、私たちは
代価は既に支払われている(ﾏﾙ10:45)。この1年間、キリスト
のみ、見え崇め褒め讃えられる歩みを求め続けましょう。


